
 

２０２6 年度早稲⽥⼤学史学会⼤会ご案内 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。このたび、下記のとおり2026 年度
早稲⽥⼤学史学会⼤会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。今年度はシンポジウム及
び⽇本史部会は対⾯、その他部会報告はハイブリット形式にて開催いたします。なにとぞご出
席・ご参加くださいますよう宜しくお願い申し上げます。  

敬具 

                                    早 稲 ⽥ ⼤ 学  史 学 会 
                                  会 ⻑  ⾕⼝ 眞⼦ 

⽇時 10 ⽉ 10 ⽇（⼟）午前 10 時より 

会場 早稲⽥⼤学⼾⼭キャンパス／Zoom 

オンライン参加⽅法 （東洋史・⻄洋史・考古学部会のみ） 

https://forms.gle/ib6YhiRXFpK39AJg9より参加登録をお願いいたします。 
右記QRコードを読み取っていただいても、申請フォームに記入できます。 
追って ID及びパスワードをお知らせいたします。 
 
◎研究発表 （10:00〜12:30） ※⽇本史コースは対⾯のみ 
  日本史部会 33号館 3階 第１会議室（対面のみ） 

① 平安時代の太政大臣 豊島岡女子学園高等学校教諭 神谷 正昌 

② 豊後大友氏の鹿狩 大学院学生 石井 伸明 

③ 養子相続にみる血筋の認識―嘉永期鳥取藩池田家を題材に― 大学院学生 芦沢 拓海 

④ 蕃書調所=開成所による翻訳草稿検閲の実態 ―「開版見改元帳二」を中心に 歴史館講師 佐々木 千恵 

 東洋史部会 33号館6階 第11会議室（ハイブリッド） 

①  1910〜1920年代モンゴルにおける「憲法」をめぐって 

―清末の立憲運動と憲法翻訳事業を中心に― 大学院学生 ウルルード ズンベル 

② 秦漢時代における逃亡罪への対処 大学院学生 鮫島 ⽞樹 

③ 北朝に取り残された呉郡陸氏―「北周歩六孤逞墓誌」を中心に― 大学院学生 蒋 来 

 西洋史部会 33号館16階 第10会議室（ハイブリッド） 

① 医療助言文書コンシリアの社会的文体 

―15世紀の医師ウーゴ・ベンツィにおける身分・権威・情報制御― 大学院学生 戸田 伶 

② ブランデンブルク選帝侯フリードリヒ・ヴィルヘルムと北方戦争（1655-60年） 大学院学生 藤井 未琴 

③ 福音化されるローマ？：イタリア・プロテスタントの1870年 日本学術振興会海外特別研究員 白川 太郎 

 考古学部会 39号館5階 第5会議室（ハイブリッド） 

① 相模野台地周辺地域における稜柱形細石刃核の変遷―細石刃製作工程の観点から― 大学院学生 鯉沼 来人 

② 縄文時代後晩期東日本における独鈷石の破損と使用方法 大学院学生 秀島 愛菜 

③ 襟飾り模様の分類研究からみたエジプト・プトレマイオス朝時代の地域性 大学院学生 福⽥ 啓太 

④ 古墳時代前期における埴輪の分布 大学院学生 松岡 侑⼠ 

◎総 会 （13 : 30〜13 : 50） 33 号館 3 階 第 1 会議室 （対⾯のみ） 
◎シンポジウム（14 : 00〜17: 10） 33 号館 3 階 第 1 会議室 （対⾯のみ） 詳細は下記 
◎懇親会 （17：30〜） 
場所：戸山生協食堂    会費：4000円（院生3000円、学部生2000円） 
懇親会に参加ご希望の方は、9 月 17 日(水)までに、上のリンクもしくはQR コードにあります申請フォームから懇親会参加
登録していただくか、shigakukai.waseda@gmail.comまでお知らせいただきますと幸いです。 
 

mailto:shigakukai.waseda@gmail.com


 
早稲⽥⼤学史学会 シンポジウム  

「デジタル・ヒューマニティーズと歴史学の最前線」 
  後援：総合⼈⽂科学研究センター「デジタル⼈⽂学の理論と実践」部⾨ 

場所：⼾⼭キャンパス 33 号館 3 階 第 1 会議室 
会長挨拶 谷口 眞子    

趣旨説明 中澤 達哉（司会） 14 : 00～14 : 10 
 

趣旨説明 

近年、デジタル技術を人文学に応用する「デジタル・ヒューマニティーズ（以下DH）」は急速に発展している。歴史
学においても、史料のデータ化やAI解析、3D計測などが、研究手法や史料論を刷新する原動力となりつつある。しか
し、その実践の方法論は各分野に個別的に蓄積されがちであり、歴史学全体としての基礎認識の確立には至っていない。 
そこで本シンポジウムでは、日本史・東洋史・西洋史・考古学の4分野から、DHの最前線で実践と環境づくりに取り
組む研究者を招き、最新動向と具体的実践を報告いただくとともに、歴史学の将来像について議論を深める。その際、
単なるツールの紹介を超えて、具体的な実践のプロセスを共有することを目指したい。 
東洋史学の柿沼陽平氏は科挙試験のデジタル分析、考古学の高橋亘氏は遺跡・遺物の三次元計測を中心に、現場に即

した具体的成果を報告する。日本史学の後藤真氏（国立歴史民俗博物館）は、歴史資料のデータベース化や時空間分析
について報告し、歴史情報学の体系化という視点から、これからの歴史学が DH の潮流といかに向き合い、応用すべき
かという将来のビジョンを論じる。また、西洋史学の菊池信彦氏（国文学研究資料館）は、ツールを実際の研究へ応用
する実践へのステップや、研究を社会に開く「パブリック・ヒューマニティーズ」の手法について報告する。これらは、
歴史研究者や学生が明日から参考にできる視点となるであろう。 
以上の 4 報告に対し、東洋史学の飯山知保氏と東アジア仏教・東洋哲学の師茂樹氏がコメントする。総合討論では、
基礎的なアプローチから最先端の動向までを包括し、これからの歴史学への応用や社会への開き方、その可能性と将来
について分野を横断して重層的に討議する。本シンポジウムが、DHの拓く次世代の歴史学のビジョンやグランドデザイ
ンを検討する場となれば幸いである。 

 

１．柿沼 陽平（東洋史/早稲田大） 14 : 10～14 : 30 
「AI を活用した科挙の出題傾向と採点基準の研究」 

中国歴代王朝の官僚登用試験たる科挙は、社会全体に影響を及ぼした制度でもあった。報告者は最近、天一閣図書館
をはじめ世界各地の機関に所蔵されている明代科挙の問題と模範解答を悉皆調査して収集し、デジタルデータ化した。
本報告ではこのデジタルデータと AI を組み合わせ、明代科挙の出題傾向と模範解答の採点基準を分析した結果を紹介
したい。 

 

２．高橋 亘（考古学/早稲田大） 14 : 30～14 : 50 
「デジタル技術を用いた古代寺院の考古学的研究」 

早稲田大学はデジタル技術を活用した考古学的調査を国内外で先導している。特に、地中レーダー（GPR）や三次元測
量・計測を中心に、遺跡の非破壊調査を進めており、考古学の方法論を大きく変化させてきた。本報告では、まず本学
文学学術院考古学コースが実施してきた調査事例を紹介する。そのうえで研究実践の一例として、これらのデジタル技
術を古代寺院の考古学研究に応用した、発表者自身の研究を紹介する。 

 

３．後藤 真（日本史/国立歴史民俗博物館） 14 : 50～15 : 10 
  「歴史情報学から考えるこれからの歴史学―コンピュータと資料批判・解釈・共有」 
「歴史情報学の創成」事業を題材に、日本史学と情報学との関係の今後を考える。DH の分野にも、生成AI の波は及
びつつあり、DH がデジタルそのものを対象化する領域である以上、その影響は大きい。これまでのDH およびその関連
分野による基盤整備や相互運用性向上の試みは、AIを用いた研究へと展開しつつある。本報告では、探索支援、読解支
援、解釈、共有化の新たな可能性を示すとともに、資料批判や倫理の問題がどのように位置づくのか考えたい。 
 

4．菊池 信彦（西洋史/国文学研究資料館） 15 : 10～15 : 30 
  「生成AI と西洋史学－「生成史学」という提案－」 
 日常生活はもとより、歴史研究を進めるうえでも、生成 AI の動向はもはや無視できない。本報告では、西洋史デジ
タル・ヒューマニティーズの最新動向として、その利用に焦点を当てる。史料の探索・読解から叙述生成にいたる報告
者自身の事例も踏まえつつ、歴史研究者が今日から始められる研究と実践のアプローチを紹介し、その先にパブリック
ヒストリーも含めた“生成史学”という方法論的視座を提案したい。 
 
休憩： 15 : 30～15 : 40 
 
コメント（各10分）： 飯山 知保（東洋史/早稲田大）、師 茂樹 （東洋哲学/早稲田大） 15 : 40～16 : 00 
報告者からのリプライ： 16 : 00～16 : 20 
総合討論： 16 : 20～17 : 10 


